
[CONTENTS]
●今月の話題･･････････････････ 2
　平成28年度まちの決算の概要と主な事業
●トピックス･･････････････････ 4
　地震・大雨による災害を想定し訓練実施
　優れた業績を讃えて表彰　ほか
●お知らせ････････････････････ 7

●公民館情報･････････････････ 10
　田子ひとくるめゃ文化祭　ほか
●図書館情報･････････････････ 11
　クリスマスとお正月特集
●情報スクランブル･･･････････ 12
　学校の話題　清水頭小学校　ほか

12月号

2017年
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１０月下旬のハロウィンに合わせて、フェザン通りにジャックオーランタンが飾られました。
１０月２８日・２９日に行われたひとくるめゃ文化祭でも、様々な装飾のカボチャが並べられ、来場者の
目を惹きました。

おばけカボチャで町をにぎやかに
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●
今
月
の
話
題

◆
一
般
会
計
決
算
概
要

　

一
般
会
計
の
決
算
は
、
歳
入

総
額
が
47
億
７
３
７
０
万
３
千

円
、
歳
出
総
額
が
46
億
６
８
９

万
６
千
円
で
、
差
引
１
億
６
６

８
０
万
７
千
円
の
形
式
収
支

（
実
質
収
支
は
１
億
６
１
９
７

万
７
千
円
）と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、
前
年
度
対
比
１
億

て
も
、
節
減
合
理
化
に
努
め
な

が
ら
、
産
業
経
済
の
活
性
化
、

社
会
福
祉
等
の
充
実
、
生
活
基

盤
の
整
備
な
ど
諸
施
策
に
関
連

す
る
事
務
事
業
を
展
開
し
ま
し

た
。◆

平
成
28
年
度
の
主
な
実

施
事
業
（
一
般
会
計
）

▼
総
務
費

　

８
億
２
５
９
８
万
４
千
円

　

戸
籍
、
住
民
票
交
付
な
ど
の

４
８
９
３
万
円
、
３
・
２
％
の

増
額
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ

は
繰
入
金
及
び
国
庫
支
出
金
の

増
額
が
主
な
要
因
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

一
方
歳
出
は
、
前
年
度
対
比

２
億
３
４
０
５
万
６
千
円
、５
・

４
％
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
要
因
は
林
道
開
設
事
業
に

よ
り
、
農
林
水
産
業
費
が
増
額

に
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
も

の
で
す
。

　

そ
の
他
の
行
政
経
費
に
つ
い

町
の
基
本
的
な
業
務
か
ら
Ｔ
Ｃ

Ｖ
関
連
事
業
、
国
際
交
流
推
進

事
業
、
選
挙
費
、
統
計
な
ど
幅

広
い
事
務
事
業
に
使
わ
れ
て
い

ま
す
。

◎
タ
プ
コ
ピ
ア
ン
プ
ラ
ザ
及
び

Ｔ
Ｃ
Ｖ
管
理
運
営
事
業

１
億
１
４
３
万
円

◎
国
際
交
流
関
連
事
業

２
２
８
４
万
４
千
円

◎
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
費

１
６
６
２
万
３
千
円

◎
集
会
施
設
管
理
費

２
１
１
４
万
５
千
円

◎
そ
の
他
、
電
算
推
進
事
業
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
費
な
ど

▼
民
生
費

　

10
億
４
２
４
万
２
千
円

　

高
齢
者
や
身
体
障
害
者
、
児

童
な
ど
へ
の
福
祉
施
策
に
使
わ

れ
て
い
ま
す
。

◎
高
齢
者
福
祉
・
医
療
費

２
億
９
９
５
８
万
３
千
円

◎
保
育
園
等
運
営
費

１
億
３
７
６
３
万
４
千
円

◎
子
育
て
支
援
事
業

５
８
１
０
万
円

◎
そ
の
他
、
児
童
手
当
支
給
費

な
ど

平
成
29
年
９
月
の
町
議
会
第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
、
平
成
28

年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
決
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
ま
ち
の
決
算
の

概
要
と
主
な
事
業
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●
今
月
の
話
題

▼
衛
生
費

　

３
億
８
６
５
９
万
１
千
円

　

各
種
検
診
や
予
防
接
種
、
乳

幼
児
医
療
、
診
療
所
等
特
別
会

計
へ
の
繰
り
出
し
な
ど
の
保
健

衛
生
、
ご
み
処
理
対
策
な
ど
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

◎
健
康
診
査
・
予
防
接
種
事
業

３
０
６
７
万
２
千
円

◎
診
療
所
・
老
健
施
設
特
別
会

計
繰
出
金１億

６
９
７
８
万
８
千
円

◎
三
戸
地
区
環
境
整
備
事
務
組

合
負
担
金

１
億
１
０
２
５
万
円

◎
そ
の
他
、
合
併
処
理
浄
化
槽

設
置
事
業
、
廃
棄
物
不
法
投
棄

対
策
事
業
な
ど

◎
八
戸
広
域
消
防
費
負
担
金

１
億
１
３
８
２
万
３
千
円

◎
そ
の
他
、
消
防
施
設
の
維
持

管
理
、
消
防
団
の
運
営
や
防
災

対
策
事
業
な
ど

▼
教
育
費

　

４
億
６
７
９
３
万
４
千
円

　

小
・
中
学
校
や
幼
稚
園
に
お

け
る
教
育
、
社
会
教
育
及
び
ス

ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

◎
幼
稚
園
及
び
小
・
中
学
校
管

理
運
営
費

１
億
１
９
７
４
万
円

◎
図
書
館
運
営
事
業

▼
農
林
水
産
業
費

　

５
億
５
４
４
６
万
６
千
円

　

農
林
畜
産
業
の
振
興
対
策
や

農
地
、
山
林
等
の
保
全
な
ど
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

◎
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制

度
推
進
事
業　

 

３
７
６
７
万
円

◎
た
っ
こ
に
ん
に
く
振
興
対
策

事
業　
　

５
６
５
２
万
３
千
円

◎
葉
た
ば
こ
振
興
対
策
事
業

３
４
２
万
１
千
円

◎
そ
の
他
、
農
業
振
興
事
業
、

農
道
整
備
事
業
、
牧
野
管
理
事

業
な
ど

▼
土
木
費

　

３
億
１
１
５
５
万
３
千
円

　

道
路
、
河
川
、
公
園
な
ど
の

整
備
、
維
持
管
理
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

◎
道
路
新
設
改
良
事
業

１
億
５
６
１
０
万
６
千
円

◎
除
雪
費  

３
７
９
９
万
３
千
円

◎
そ
の
他
、
道
路
維
持
管
理
事

業
、
住
宅
管
理
事
業
な
ど

▼
消
防
費

　

１
億
５
５
６
５
万
円

　

消
防
防
災
対
策
の
充
実
な
ど

に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

１
８
１
２
万
４
千
円

◎
そ
の
他
、
体
育
施
設
、
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
等
の
運
営
な
ど

▼
議
会
、労
働
、商
工
費
な
ど

◎
議
会
費（
町
議
会
の
運
営
）

７
５
１
７
万
７
千
円

◎
労
働
費（
勤
労
者
対
策
）

７
０
万
４
千
円

◎
商
工
費（
商
工
観
光
振
興
）

１
億
４
４
６
３
万
８
千
円

◎
災
害
復
旧
費（
町
道
ほ
か
）

２
４
７
１
万
８
千
円

◎
公
債
費（
町
債
の
償
還
）

６
億
５
５
２
３
万
９
千
円

●決算審査の概要

歳出の抑制と行政上の
効果を高める努力を
　一般会計及び特別会計とも、
予算の執行は効率的かつ適正
で、事業の執行についてもおお
むね良好に進捗しており成果が
認められた。
　収入未済額においては、町税
及び国民健康保険税並びに、保
育園運営費保護者負担金は減少
傾向にあるものの、町営住宅家
賃は増加傾向にある。町全体の
会計では依然として大きな金額
であり、滞納整理の推進と県市
町村総合事務組合との連携を一
層強化し、徴収の効果を上げる
とともに適正な欠損処分処理を
望む。そのためには、庁内の連
携と情報収集等に努め、より一
層の協力が必要と思われる。な
お、不納欠損処分については、
その理由と手続等を慎重に審査

し、実情やむを得ないものと認
めた。
　歳出面について、交付税等の
減少で年々厳しさが増す昨今、
健全かつ着実な財政運営を図る
べく、歳出の抑制に努めなけれ
ばならない。今後の事務事業の
予算編成及び予算執行に当って
は、町財政健全化計画及び本町
のおかれている現実への認識を
深め、行政上の効果を高める努
力をしていただきたい。特に他
団体への補助金交付については、
申請書並びに決算書の精査を綿
密に行い適正なる交付を望む。
　特別会計に係わる事業運営で
は、後期高齢者医療、介護保険
事業勘定に係る経費が年々増加
傾向にあり、一般会計からの繰
出金依存度軽減のためにも予防
医療事業に力を入れるなど創意
工夫に努力されることを望む。

田子町監査委員　　　　
髙沢靖直・日沢一雄
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「
田
子
町
し
あ
わ
せ
の
ま
ち
づ

く
り
結
婚
祝
い
金
の
贈
呈
式
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
夫
婦
が
婚
姻

か
ら
継
続
し
て
１
年
以
上
田
子

町
に
居
住
す
る
な
ど
の
条
件
を

満
た
し
た
場
合
、
夫
婦
に
結
婚

祝
い
金
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

　

贈
呈
式
で
は
、
山
本
晴
美
町

長
が「
こ
れ
か
ら
も
、
若
い
人

た
ち
が
子
育
て
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま

す
」と
述
べ
、
対
象
と
な
っ
た

ご
夫
婦
に
結
婚
祝
い
金
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
で
事
業
開

始
か
ら
21
組
目
、
今
年
度
４
組

目
の
贈
呈
と
な
り
ま
す
。

　

贈
ら
れ
た
方
は
次
の
と
お
り

で
す
。

▽
澤
口
永
・
晃
子
夫
妻

火
遊
び
し
ま
せ
ん
！

～
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
防
火

パ
レ
ー
ド
～

（
※
写
真
４
）

　

10
月
17
日
、
幼
年
消
防
ク
ラ

ブ
防
火
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
平
成
29
年
度

秋
の
火
災
予
防
運
動
の
一
環
と

地
震
・
大
雨
に
よ
る
災
害

を
想
定
し
訓
練
実
施

（
※
写
真
１
）

　

10
月
14
日
、
清
水
頭
小
学
校

を
会
場
に
平
成
29
年
度
田
子
町

総
合
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
災
害
発
生
時
に

お
い
て
行
政
と
防
災
関
係
機
関
、

地
域
住
民
の
連
携
に
よ
る
的
確

な
災
害
対
策
の
確
立
を
目
的
と

し
て
お
り
、
地
震
に
よ
る
大
規

模
火
災
や
土
砂
災
害
等
を
想
定

し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
、
参
加
し
た
地
域

の
方
々
が
、
火
災
時
の
煙
の
怖

さ
を
濃
煙
ハ
ウ
ス
で
体
験
し
た

り
消
火
器
を
用
い
て
の
初
期
消

火
や
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
心
肺

蘇
生
法
な
ど
に
つ
い
て
学
ん
だ

ほ
か
、
消
防
団
員
に
よ
る
中
継

送
水
訓
練
や
倒
壊
建
物
か
ら
の

救
助
救
出
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
陸
上
自
衛
隊
に
よ

る
災
害
対
策
用
機
材
な
ど
の
展

示
も
あ
り
ま
し
た
。

に
ん
に
く
の
里
を
駆
け
抜

け
る
～
サ
イ
ク
ル
イ
ベ
ン

ト
in
田
子
町
～
（
※
写
真
２
）

　

10
月
15
日
、
第
２
回
Ｎ
Ｉ
Ｎ

Ｎ
Ｉ
Ｋ
Ｕ　

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ

サ
イ
ク
ル
イ
ベ
ン
ト
in
田
子
町

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

田
子
町
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
組
織

委
員
会
の
主
催
で
行
わ
れ
、
町

内
外
か
ら
４
歳
か
ら
70
代
ま

で
、
多
数
の
自
転
車
愛
好
家
が

参
加
し
ま
し
た
。
ス
タ
ー
ト
前

に
は
、
加
藤
正
行
委
員
長
が

「
健
脚
コ
ー
ス
は
か
な
り
タ
フ

な
も
の
で
す
が
、
田
子
町
の
さ

ま
ざ
ま
な
坂
を
楽
し
み
な
が
ら

味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
」と
あ
い

さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。
今
回
は

健
脚
コ
ー
ス（
80
㎞
）と
サ
イ
ク

リ
ン
グ
コ
ー
ス（
40
㎞
）の
２
コ

ー
ス
が
設
定
さ
れ
、
参
加
者
ら

は
サ
ン
モ
ー
ル
商
店
街
を
ス
タ

ー
ト
し
、
創
遊
村
や
み
ろ
く
の

滝
と
い
っ
た
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を

駆
け
抜
け
ま
し
た
。
ゴ
ー
ル
後

は
、
田
子
牛
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

を
楽
し
み
、
心
も
体
も
田
子
町

を
満
喫
し
た
様
子
で
し
た
。

し
あ
わ
せ
の
ま
ち
づ
く
り

結
婚
祝
い
金
の
贈
呈
式

（
※
写
真
３
）

　

10
月
17
日
役
場
公
室
で
、

●
ト
ピ
ッ
ク
ス

（
写
真
３
）
対
象
と
な
っ
た
ご
夫
婦

（
写
真
２
）
沿
道
の
声
援
を
受
け
る
参
加

　

者
ら （

写
真
１
）
２
種
類
の
送
水
方
法
に
よ
る
初
期
消

　

火
訓
練
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●
ト
ピ
ッ
ク
ス

し
て
行
わ
れ
、
田
子
町
商
工
会

館
前
か
ら
田
子
診
療
所
入
口
ま

で
パ
レ
ー
ド
し
な
が
ら
火
災
予

防
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。
先
頭

車
両
に
は
た
っ
こ
王
子
と
ガ
ー

リ
ッ
ク
レ
デ
ィ
の
田
中
美
沙
子

さ
ん
が
、
そ
の
後
ろ
を
田
子
幼

稚
園
、
田
子
保
育
園
、
上
郷
保

育
園
の
園
児
ら
が
拍
子
木
を
鳴

ら
し
な
が
ら
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　

パ
レ
ー
ド
の
後
は
、
タ
プ
コ

ピ
ア
ン
プ
ラ
ザ
駐
車
場
で
た
ぷ

こ
ぷ
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
が
開
催
さ

れ
、
防
火
服
を
着
て
の
出
動
体

験
や
地
震
体
験
、
防
火
戦
士
ダ

ッ
シ
ュ
１
１
９
と
た
っ
こ
王
子

の
寸
劇
が
あ
り
ま
し
た
。
園
児

ら
は
、「
火
遊
び
は
し
な
い
こ

と
」「
病
気
や
け
が
に
負
け
な

い
こ
と
」「
道
路
で
遊
ば
な
い

こ
と
」を
約
束
し
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
産
葉
た
ば
こ

共
進
会
（
※
写
真
５
）

　

10
月
21
日
、
田
子
町
農
業
者

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
平

成
29
年
度
産
葉
た
ば
こ
共
進
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
青
森
県
た

ば
こ
耕
作
組
合
の
主
催
で
行
わ

れ
、
今
年
度
は
田
子
町
が
会
場

と
な
り
ま
し
た
。
共
進
会
表
彰

式
の
他
、
出
品
葉
た
ば
こ
の
展

示
や
芸
能
発
表
な
ど
が
行
わ

れ
、
町
内
外
か
ら
多
く
の
来
場

者
が
会
場
を
訪
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
中
央
公
民
館
と
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
広
場
に
は
青
年
部
や
女
性

部
に
よ
る
食
堂
や
喫
茶
店
な
ど

様
々
な
出
店
が
並
び
ま
し
た
。

　

共
進
会
受
賞
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。

▽
参
等
賞　

森
本
征
義

　
　
　
　
　

田
中
誠
一

　
　
　
　
　

山
本
は
つ
ゑ

ナ
イ
タ
ー
バ
レ
ー
リ
ー
グ

開
幕
（
※
写
真
６
）

　

10
月
24
日
、
田
子
中
学
校
体

育
館
で
、
第
41
回
ナ
イ
タ
ー
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
開
会
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。開
会
式
で
は
、

昨
年
度
優
勝
の「
ダ
ー
ル
メ
ン
」

の
飯
原
晃
選
手
が「
我
々
選
手

一
同
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
楽

し
み
、
正
々
堂
々
戦
う
こ
と
を

誓
い
ま
す
」と
力
強
く
選
手
宣

誓
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
全
14

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
11
月
下
旬

ま
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

ま
た
、
リ
ー
グ
戦
終
了
後
、
上

位
８
チ
ー
ム
に
よ
る
ク
ラ
イ
マ

ッ
ク
ス
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
も
行
わ

れ
る
予
定
で
す
。

祝 

原
み
ね
さ
ん
１
０
３
歳

（
※
写
真
７
）

　

11
月
７
日
、
原
み
ね
さ
ん

（
原
）の
満
１
０
３
歳
を
お
祝
い

す
る
た
め
、
み
ろ
く
苑
で
敬
老

祝
金
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
で
は
、
山
本
町
長
か

ら
お
祝
い
の
言
葉
が
、
町
か
ら

は
敬
老
祝
金
と
花
束
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
み
ろ
く
苑
職

員
か
ら
は
ケ
ー
キ
と
プ
レ
ゼ
ン

ト
が
贈
ら
れ
、
ご
家
族
と
一
緒

に
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

　

原
さ
ん
は
大
正
３
年
11
月
２

日
生
ま
れ
。
ご
自
分
で
食
事
を

と
り
、
夕
食
後
の
テ
レ
ビ
を
楽

し
み
、
元
気
に
過
ご
し
て
い
ま

す
。

　

町
で
は
原
さ
ん
が
最
高
齢
と

な
り
、
１
０
０
歳
以
上
の
町
民

は
原
さ
ん
を
含
め
４
名
と
な
り

ま
し
た
。

（
写
真
６
）
選
手
宣
誓
を
す
る
飯
原
選
手

（
写
真
７
）
原
み
ね
さ
ん（
中
）
と
ご
家
族

（
写
真
４
）
ダ
ッ
シ
ュ
１
１
９
の
寸
劇

（
写
真
５
）
表
彰
を
受
け
る
森
本
さ
ん
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●
ト
ピ
ッ
ク
ス

　食欲の秋、スポーツの秋、読書の秋、そ
して芸術の秋！！
　学童すくすく館では、
土曜日や長期休業等の１
日保育の時によく制作を
します。そんな中、今回
は毎年出展している町の
文化祭に向け、制作を楽
しむ子どもたちの姿を紹
介します。
　１～４年生対象のすくすく館ですが、さ
すが！子どもの発想はいつも指導員の考え
を飛び越え驚かせています。この感性、大
事にしていきたいですね！　そしてできあ
がった作品を「文化祭見に行くから！」と
満足気に見つめる子どもたち。中には「文
化祭出さなくていいから持って帰りたい！」
と言い出す子も……。１つの物を作り上げ

たという達成感と、作
ったものに対する愛着
心がしっかり育ってき
ているかなと感じる今
日この頃です。

田子町社会福祉協議会
☎32-4045

☆学童だより
すくすく館

優
れ
た
業
績
を
讃
え
て

表
彰
（
※
写
真
８
・
９
）

　

11
月
10
日
、
平
成
29
年
度
田

子
町
表
彰
条
例
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
体
育
文
化
・
生
活
文
化
の

発
展
や
消
防
・
防
災
に
貢
献
さ

れ
た
４
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
本
町
長
は
表
彰
に
際
し
、

「
生
業
を
お
持
ち
の
中
で
当
町

の
発
展
と
地
域
福
祉
の
向
上
に

多
大
な
る
ご
貢
献
を
い
た
だ
き
、

深
甚
な
る
敬
意
と
感
謝
の
意
を

表
す
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
」

と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。ま
た
、

受
章
者
を
代
表
し
て
、
幅
野
義

久
さ
ん
が「
本
日
の
受
賞
の
感

激
と
喜
び
を
忘
れ
る
こ
と
な

く
、
町
発
展
と
住
民
福
祉
の
向

上
の
た
め
、
今
後
も
各
々
の
立

場
で
よ
り
一
層
奨
励
す
る
所
存

で
あ
り
ま
す
」と
謝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

　

受
章
者
の
功
績
は
次
の
と
お

り
で
す
。

◎
生
活
文
化
振
興
に
貢
献

　

第
２
条
第
１
項
第
６
号
該
当

▽
幅
野
義
久　

田
子
町
ナ
ニ
ャ

ド
ヤ
ラ
保
存
会
会
長

◎
体
育
文
化
振
興
に
貢
献

　

第
２
条
第
１
項
第
６
号
該
当

▽
井
畑
博
明　

元
ス
ポ
ネ
ッ
ト

た
っ
こ
会
長
等

▽
大
野
廣
治　

元
田
子
町
相
撲

協
会
会
長
等

◎
消
防
・
防
災
に
貢
献

　

第
２
条
第
１
項
第
11
号
該
当

　
（
消
防
団
団
員
30
年
以
上
）

▽
新
井
田
哲
雄　

田
子
町
消
防

団
第
１
分
団
長

（
写
真
８
）
謝
辞
を
述
べ
る

　

幅
野
さ
ん

　子育てサロンでは、12月にささやかです
がクリスマス会を開きます♪
　クリスマス気分を味わいたい方は、ぜひ参
加してみませんか？

▼日にち　12月21日（木）
▼時　間　午前10時30分～正午
▼場　所　学童施設すくすく館
　　　　　（田子小学校前）
▼持ち物　お子様の飲み物＆食べ物
　　　　　（御父母のお菓子とジュースは
　　　　　心ばかり準備しています）
▼その他　予約不要・参加無料

※就学前のお子様をお持ちの御父母または
祖父母はもちろんのこと、出産予定の方
も大歓迎です。保育園＆幼稚園へお子様
が通われている方は、お母さんのみの参
加も OK です。一緒に楽しみましょう。

◎子育てサロンやクリスマス会についてお気
軽にお問い合わせください。
問すくすく館 ☎３２－３１１５（担当：板橋）

◎子育てサロンからのお知らせ

クリスマス会開催のご案内

（
写
真
９
）
受
章
者
の
方
々
（
前
列
）
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■  平成30年度幼稚園利用案内
　平成３０年４月からの入園児童を募集します。
▼募集園児　定員９０名
▼対象
◎３歳児　平成２６年４月２日～平成２７年４月１日

までに生まれた子
　（満３歳の誕生日を迎えた翌月から入園できます。）
◎４歳児　平成２５年４月２日～平成２６年４月１日

までに生まれた子
◎５歳児　平成２４年４月２日～平成２５年４月１日

までに生まれた子
▼願書受付期間
　１２月１日（金）～１２月２８日（木）
　願書は田子幼稚園、教育委員会教育課（中央公民館）、
役場住民課子育て定住移住支援室にあります。
※所定の願書にご記入のうえ、田子幼

稚園・役場住民課子育て定住移住支
援室まで提出してください。

問田子幼稚園（北村）☎３２－２３４０
問役場住民課子育て定住移住支援室（小原）

☎２３－０６７８

■  平成30年度学童保育申込受付始まります
放課後も安心「すくすく館」「すくすく館田子分館」
「すくすく館上郷分館」

　田子小学校向かい「すくすく館」、
田子小学校内「すくすく館田子分館」
並びに上郷公民館内「すくすく館上
郷分館」の学童利用申込受付を実施します。
　利用を希望する方は、各学校並びに保育園・幼稚園
等を通じて配布される申込書をご覧の上申し込みして
ください。
　また、保護者が就労していない ､ 祖父母が同居して
いる、児童が集団生活が難しいなど利用申込み後に面
談が必要な場合があります。
　なお、定員を超える場合は、学童の必要性の優先順
位をつけることになりますのでご理解とご協力をお願
いいたします。
※保育園・幼稚園等に入園されていない新１年生に

なられる児童の保護者については、役場から申込書
を直接郵送します。

▼申込受付期間　１２月１日（金）～１２月２８日（木）
▼申込先        役場住民課子育て定住移住支援室

問役場住民課子育て定住移住支援室（白板）
☎２３－０６７８

問㈳田子町社会福祉協議会（中村（智））☎３２−４０４５

■  平成30年度保育園利用案内
　平成３０年４月からの入園児童を募集します。
▼募集人員　
　田子保育園１２０名　上郷保育園２０名
▼対象児童　平成３０年４月１日現在、満２カ月以上

で満５歳以下の児童　
※現在入園していて、引き続き入

園を希望する場合も申し込みが
必要です。
▼入園申込に必要なもの
①支給認定申請書兼保育利用申込書（町指定のもの）
②保育を必要とする事由を証明する書類として、保護

者の就労（予定）証明書、就労状況申立書（農業・自
営業等）、就労誓約書（求職活動中）等

※就労宣誓書等の場合、後日聞き取り調査があります。
③世帯の状況を証明する書類として、ひとり親世帯の

場合は、ひとり親家庭等医療費受給資格証または、
児童扶養手当証書、障がい者（児）同居の場合は、手
帳・証書または障害基礎年金等の受給を証するもの

④利用者負担額（保育料）を決定するための書類とし
て、平成２９年度町民税・県民税課税証明書等が必
要（平成２９年１月１日に住民登録が田子町にあり、
町で課税状況を確認できる保護者で町が課税状況を
確認することに同意する場合は、証明書が不要）

⑤口座振替申込書（新規及び口座を変更する方）
▼保育料　国の基準に基づき、町で決定します。平成

３０年４月～８月分の保育料は平成２９年度町民税
額から算定し、平成３０年９月～平成３１年３月分
の保育料は平成３０年度町民税から算定します。
▼受付期間
　１２月１日（金）～１２月２８日（木）※期限厳守
▼申込受付場所　役場住民課子育て定住移住支援室
　申込用紙等は、役場住民課子育て定住移住支援室と
各保育園にあります。
▼その他　各保育園で延長保育を実施し、また、田子

保育園では一時保育、病後児保育も実施しています。
申し込みは各保育園まで。

問役場住民課子育て定住移住支援室（小原）
☎２３－０６７８

■  明治元年から150年
　平成３０年（２０１８年）は、明治元年

（１８６８年）から起算して満１５０年に
当たります。政府では「明治１５０年」関連施策とし
て、地方公共団体や民間も含めて、全国で取り組みを
推進しています。以下のホームページをご覧ください。
　http://www.kantei.go.jp/jp/singi/meiji150/portal/

●
お
知
ら
せ
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●
お
知
ら
せ

■  北朝鮮人権侵害問題啓発週間について
　北朝鮮による日本人拉致容疑事案等は、これまでに
１３件（拉致された被害者は１９人）発生しています。
青森県でも、拉致の疑いがあるとして告発状を受理し
た事案があり捜査を推進しています。
　また、青森県警察本部のホームページに「拉致の可
能性を排除できない事案に係る人々」として５人を掲
載しています。解決のために、皆さんからの幅広い情
報提供をお願いします。

◎青森県警察本部ホームページ
https://www.police.pref.aomori.jp/keibibu.gaigi.
ratiyougi.html

問三戸警察署 ☎２２−１１３５

■  田子町あんしんカード事業のお知らせ
　八戸圏域連携中枢都市圏を構成する八戸市など８市
町村では、認知症高齢者に「あんしんカード」を交付
する事業に取り組んでおります。
　田子町でも、道に迷って自宅へ戻れなく
なった高齢者が警察など保護された先で、
カードに記載された登録番号から身元が特
定され、速やかに帰宅できるよう支援して
います。

▼対象となる方
　町内に住所を有するおおむね６５歳以上で、認知症
等により徘徊して自宅へ戻れなくなる可能性のある方

　費用はかかりません。事前の登録が必要ですので、
下記まで申込みください。

▼申込み・問い合わせ先
　田子町地域包括支援センター（横田）☎２０－７１００
　（せせらぎの郷１階役場健康増進課内）

■  不妊専門相談のご案内
八戸市保健所で行う保健相談が、田子町の方も利用
できるようになりました。希望する方は、直接予約
専門電話にて予約をしてください。

　不妊専門相談では、不妊や不育症に悩む
夫婦等に対し、不妊・不育に関する医学
的・専門的な相談や心の悩み等について専
門医が相談に応じ、治療に関する情報提供
等を行います。
▼利用できる方　不妊や不育症で悩む夫婦等
▼対　象　八戸圏域連携中枢都市圏（八戸市・三戸町・

五戸町・田子町・南部町・階上町・新郷村・おいら
せ町）に住所を有する方（平成２９年１１月から拡充）

▼日　時　平成２９年度（毎月１回指定日）
　　　　　１２月９日（土）午後１時～２時
　　　　　１月１７日（水）午後４時～５時
　　　　　２月２１日（水）午後４時～５時
　　　　　３月１０日（土）午後１時～２時
※都合により急な日程変更の場合があります。詳細

についてはお問い合わせください。
▼相談方法　面談相談（要予約）１回２組
※１組３０分の相談になります。相談は無料です。
▼相談対応者　産婦人科医師・保健師
▼場　所　八戸市保健所相談治療室
　　　　　（八戸市役所別館１階）
▼申込方法　相談日の１週間前までに、電話でお申込

みください。（要予約）
　○申込みの方には、事前に問診票を送付します。
※町村の方は、電話での予約後、送付先を確認させ

ていただきますので、「希望申込書」を八戸市担当
者宛に送付ください。申込書はホームページからダ
ウンロードできます。ご案内チラシは町村担当課窓
口にございます。

▼予約専用電話　☎０１７８－４３－２２９８
　（予約受付時間：平日午前９時～午後４時）
　相談者に関する秘密は堅く守られますので、お気軽
にご相談ください。

問八戸市保健所健康づくり推進課不妊専門相談担当
　☎０１７８－４３－９２７１　FAX ０１７８－４７－０７４５
問役場健康増進課（河原）☎２０－７１００

■  三戸地区衛生センターからのお願い
　三戸地区衛生センター（し尿処理施設）では、例年
12月初旬から年末にかけてし尿、浄化槽汚泥の搬入量
が非常に多くなります。今年も施設の処理能力を上回
る搬入量が予想されることから施設の安定
した処理を維持するため、処理能力の範囲
内での受け入れとしますので、この期間内
にくみ取りを依頼される方は、お早めにく
み取り業者にご相談ください。

問三戸地区環境整備事務組合　三戸地区衛生センター
　☎０１７８－７５－１４４９

●広報たっこでは、皆様からの情報提供をお待ちし
ています。紙面に掲載可能な行事などありましたら、
下記までご連絡ください。

役場政策推進課 ☎２０－７１２７
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●
お
知
ら
せ

■  水道の凍結に注意しましょう
　１２月～３月にかけて、水道の凍結事故が多発します。
水道が凍結すると、水が出なくなるだけでなく、凍結
修理に費用がかかりますのでご注意ください。
　また、次のようなときは、水道の凍結の恐れがあり
ますので、注意が必要です。
・外気温がマイナス４℃以下になったとき。
・おやすみ前や、旅行などで家を留守にするなど、長

時間水道を使用しないとき。
・「真冬日」（１日中外気温が氷点下の日）が続いたとき。

◎水道の凍結防止について
　水道凍結への対策は、次のようなことがあります。
・水抜き栓（白またはオレンジのハンドル）を回し、水

抜きをしっかりとやる。
・水道管の保温
　（保温材や毛布、タオルなどを水道管に巻き付ける。）
▼水抜きの手順
１．蛇口がしまっていることを確認する。
２．水抜き栓のハンドルを右に回す。
　　（最後まで閉めてください）
３．蛇口を開ける。
４．最後に蛇口に手を当て、吸い込まれる感じがすれ

ば、水抜き完了となります。
※水抜き栓の場所……水抜き栓の場所は、台所・トイレ・洗

面所・お風呂など各場所にあります。また、その中でも一
目でわかるもの（蛇口付近）や床下、外付けの場合がありま
す。目につかなければ、床にあるふたのようなものの中や
家の外を探してみましょう。

◎水道が凍結した場合について
　水道が凍結した時は、次のことをする必要があります。
１．ストーブ等の暖房器具を使って、室内をゆっくり

と暖めましょう。
２．露出している管（保温管などは取り外す）や、蛇口

などにタオルを巻き付け、上からお湯をゆっくりか
けると、水が出るようになります。

※解氷のため、蛇口などに直接お湯をかけたり、直
火を当てたりしますと、破裂や火災の危険がありま
すのでご注意ください。また、熱湯ではなく、ぬる
ま湯（３０℃～４０℃程度）のお湯を使用してくだ
さい。熱湯を使用しますと、蛇口や水道管の破裂の
原因となります。　

３．解氷ができないまたは破損してしまった場合は、
水道業者に依頼してください。

※修理費用は、お客様のご負担となります。
※町ホームページに水道業者一覧がございますので、そちら

をご確認ください。

問役場建設課水道グループ（山市）☎２０－７１１８

■  納税証明書交付申請時の本人確認にご協力
　ください
　納税証明書の交付申請をするときは、
次のとおり、本人確認をさせていただ
いております。

１．納税義務者本人（法人の場合は代
表者）が交付申請の手続きを行う場合

　運転免許証、住基カード、パスポート、個人番号カ
ードなど、本人であることを証明する顔写真付きの公
的書類の提示をお願いしています。

２．納税義務者本人以外の方が交付申請の手続きを行
う場合

　納税義務者本人（法人の場合は代表者）からの委任状
のほか、交付申請の手続きを行う方について、本人で
あることを証明する公的書類の提示をお願いしていま
す。
　顔写真付き以外のものにつきましては国民健康保険
証、国民年金手帳、共済組合員証等２枚以上の公的書
類の提示をお願いしています。
　委任状には、納税義務者本人（法人の場合は代表者）
の自署、押印（実印）、代理人の自署、押印（認印）を
お願いします。

問三八地域県民局県税部納税管理課
　☎０１７８−２７−５１１１　内線357、327、211

■  油流出事故防止について
　家庭や事業所から油や薬品が流れ出
す水質事故が多発しています。
　水質事故が発生しますと、側溝や水
路を通じ河川に流れ出ることもありま
す。河川は、水道用水、かんがい用水などとして利用
されていますので、水質事故は地域全体に影響を及ぼ
し、動植物にも悪影響を与えます。水質事故の処理に
かかった費用は、原因者の方に負担していただく場合
があります。
　厳冬期を迎え、灯油を扱う機会が多くなっています。
ご家庭や事業所で、タンクの状況の再確認、除雪作業
時の破損事故に注意しましょう。安全で安心な生活の
ためにご協力をよろしくお願いします。事故を起こし
た場合、または発見した場合は、市町村役場、消防署、
警察署へご連絡ください。

問岩木川・馬淵川水系水質汚濁対策連絡協議会事務局
　青森河川国道事務所　河川占用調整課
　☎０１７−７３４−４５３７　FAX ０１７−７２２−２５３０
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田子ひとくるめゃ文化祭
　田子ひとくるめゃ文化祭が10月28日・29日の２
日間、中央公民館・農業者トレーニングセンター・
コミュニティ広場で開催されました。
　中央公民館では、健康チェックや認知症バランサ
ー、脳トレ、ラクスポコーナーなどの健康に関する
イベントや和クラフト・お茶会体験もあり、参加者
の笑顔が多く見られました。婦人会食堂はとても好
評で、大勢の方がおいしそうに食べていました。中
には、２日間ラーメンだけ食べに来たと話していた
方もありました。農業者トレーニングセンターでは、
田子町文化協会作品展、児童・生徒美術展、各団体
作品展、個人作品展など、どの作品も１年間の集大
成としての力作が展示され、多くの参観者が感激し
ていました。
　29日には、将棋大会も行われました。コミュニテ
ィ広場では、ステージ発表や関係団体出店等数々の
イベントの催しに参加する方でにぎわっていました。

平成29年度
田子神楽後継者養成
講座成果発表会
　平成29年度田子神楽
後継者養成講座成果発表
会が、「田子ひとくるめ
ゃ文化祭」の初日、10月
28日に開催されました。
　神楽講座受講生の成果
発表の場であるこの発表
会は、多くのみなさんに
お披露目できるように「田子ひとくるめゃ文化祭」の

ステージプログラムとし
て行いました。小学生か
ら中学生までの受講生
37名が参加し、講座で練
習した舞の４演目（番楽・

笠舞・傘舞・盆舞）を元気
いっぱい町民のみなさんに
披露しました。

第44回新春書き初め大会
　新しい年を迎え、新鮮な気持ちで書き初めにチャ
レンジしませんか。
▽と　き　平成30年１月９日（火）
▽ところ　中央公民館ホール
▽集合時間　参加する方は、午後１時までに会場へお

集まりください。
　書き初め終了後（審査中）は、図書館の本の読み聞
かせや、ビデオ鑑賞会を行います。
▽新春大会のお題
　幼　児『たけ』　　　　１年生『てまり』
　２年生『かどまつ』　　３年生『思いやり』
　４年生『生きる力』　　５年生『早春の山』
　６年生『芽生える命』　中学生『気力の充実』
　高校・一般『春日鳥還飛』（春日鳥還〈ま〉た飛ぶ）

成人式スタッフとして
あなたも参加しませんか　　　　
　平成30年１月７日（日）、田子町成人式が開催され
ます。スタッフを募集しています。詳しくは教育委
員会までお問い合わせください。

公民館情報
■行事等に関するお問い合わせは、田子町中央公民館（☎２０－７０７０ 担当：小林）

または上郷公民館（☎３３−１８１１）までお願いします。

●生け花講座
▽と　き　12月16日（土）午後６時30分
▽ところ　中央公民館研修室
▽参加費　花材料代1,000円
●ヨガ健康講座
▽と　き　12月７日（木）・14日（木）午後６時30分
▽ところ　中央公民館ホール
▽参加費　無料
▽持ち物　ヨガマット（または大判バスタオル）
　　　　　フェイスタオル
●水曜わんぱくじゅく
▽と　き　12月20日（水）午後３時
▽ところ　上郷公民館研修室　
●フラワーアレンジメント教室
▽と　き　12月26日（火）午後７時
▽ところ　上郷公民館研修室
▽会　費　3,000円前後
▽内　容　寄せ植え

※新規の講座情報は、そのつどＴＣＶデータ放送や
　チラシ等でお知らせします。

みんなでチャレンジ
公民館講座のお知らせ

盆舞（中学生）

番
楽（
小
学
生
）

傘
舞（
小
学
生
）

笠
舞（
小
学
生
）

各イベントのようす
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●歴史・伝記
▽「司馬遼太郎」で学ぶ日本史／

210イ
▽日本史有名人の身体測定／281シ

●お菓子作り、料理など
▽「カフェ・バッハ」のコーヒー

とお菓子／田口文子、田口護／
596タ

▽飛田和緒のおうち鍋／596ヒ

●子育て支援
▽ＡＤＨＤの子の育て方のコツが

わかる本／378エ
▽発達障害の基礎知識／378ミ

●歴史・時代小説
▽翻弄／盛親と秀忠／上田秀人／

913ウ
▽百万石の留守居役８／参勤／上田

秀人／913ウ
▽大江戸妖怪かわら版７／香月日輪

／913コ
▽吉原裏同心抄２／浅き夢みし／佐

伯泰英／913サ
▽本所おけら長屋／畠山健二／913ハ
▽茶筅の旗／藤原緋沙子／913フ
▽隅田川御用帳11 ／雪見船／藤原

緋沙子／913フ
▽悪道５／最後の密命／森村誠一／

913モ

●ミステリー・警察小説など
▽十津川警部山手線の恋人／西村

京太郎／913ニ
▽黒革の手帖／上下／松本清張／

913マ
▽日暮旅人８／探偵・日暮旅人の

望む物／山口幸三郎／913ヤ

●そのほかの小説など
▽居酒屋ぼったくり８／秋川滝美

／913ア
▽ホワイトラビット／伊坂幸太郎

／913イ
▽愛のかたち／岸惠子／913キ
▽砂上／桜木紫乃／913サ
▽猫ヲ捜ス夢／小路幸也／913シ
▽みさと町立図書館分館／高森美

由紀／913タ
▽アナログ／ビートたけし／913ビ

●そのほかエッセイなど
▽必死すぎるネコ／645オ
▽孤独のすすめ／五木寛之／914イ
▽こころ彩る徒然草／木村耕一／

914キ
▽100歳の生きじたく／吉沢久子

／914ヨ

図書館情報
「クリスマスとお正月」特集

　イベントが多い１年の締めくくり
12月です。子どもたちにはクリスマ
ス絵本や十二支のお話を、大人向け
にはおもてなし料理・フラワーアレ

ンジメント ･ リースな
どの本とクリスマス音
楽ＣＤを集めて展示 ･ 貸出します。

○ねずみくんのクリスマス
○マドレーヌのクリスマス
○さむがりやのサンタ
○十二支のお節料理
○自慢の持ち寄りレシピ
○今日からできる！飾り寿司レシピ
○喜ばれるおせち料理とごちそうレ

シピ
○作って楽しいリースの本

●「クリスマスとお正月の本」展示と貸出

▽期間
　12月13日（水）～12月24日（日）

▽内容　一人10冊まで貸出します。
たくさんの本をご利用ください。

●一人10冊まで貸出します

図書館おやすみカレンダー 12月の図書館行事
▼12 ／６（水）午前10時から
　ブックスタート（せせらぎの郷）
▼12 ／10（日）午前10時30分
　本の読みきかせととしょかんクラブ
　おりがみで「もみの木」を作ろう
▼12 ／25（月）～１／４（木）
　年末年始休館日

田子町立図書館（担当：川村）
☎２０‐７２２１

図書館休館日
毎週月曜日・火曜日・祝日・第４木曜日

（館内整理日）

▼
色
の
濃
い
日

が
休
館
日
で
す
。

図書館の開館時間
　水〜土 午前10時〜午後６時
　日曜日 午前10時〜午後４時

▽期間　12月24日（日）～１月11日
（木）の６日間

▽対象　小学生以下の子ども
▽内容　期間中に何冊の本を借りて
読むことができるか、自分の記録に

挑戦します。台紙に本の題名を書い
てください。小さいお子さんは親子
で参加できます。本をたくさん借り
た人には賞状とプレゼントがありま
す。

▽期間　12月25日（月）～１月４日
（木）の11日間

　利用者のみなさまには大変ご不便
をおかけしますが、どうぞご了承く
ださい。

　この期間中は本を返却する「ブッ
クポスト」はなるべくご利用になら
ず、１月５日（金）以降の返却をお願
いします。

●冬休み「読書マラソン」参加者募集

●年末年始休館日のお知らせ
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誕生

●大村与
あ い ら

唯来（悠樹・与美）／衣更
●立本　愛

あい

（隼人・史織）／川向
※（　）内はご両親、“／”のあとは行政区です

結婚
●中村綾佐（山口）
　尾下綾子（三戸町）

お悔やみ
●大野雪男（78歳）七日市
●岩間トモ（90歳）原
●新田ミヱ（93歳）南側
●吉田みつ子（62歳）野々上
●尾形七郎（90歳）種子
●鳥井本優（83歳）七日市
●吉田重太郎（85歳）矢田郎
●矢田達雄（85歳）矢田郎
●工藤タマ（88歳）池振
※（　）内は享年、（　）のあとは行政区です

町
の
人
口

平
成
29
年
10
月
31
日
現
在

世帯数／2186（−５）
人口／5686（−16）
男／2755（−９）
女／2931（−７）

（　）内は前月比です

情報スクランブル　

■
消
防
署
コ
ー
ナ
ー

　

寒
い
季
節
に
な
り
、
暖
房
器

具
な
ど
を
使
う
機
会
が
多
く
な

り
ま
す
。
使
用
前
に
点
検
を
し

て
、
安
全
に
正
し
く
使
用
し
ま

し
ょ
う
。
暖
房
器
具
の
使
用
に

は
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

◎
暖
房
器
具
の
取
扱
い

▽
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
周
り
に
燃

え
や
す
い
物
を
置
か
な
い
。

▽
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
上
で
洗
濯

物
を
乾
か
さ
な
い
。

▽
燃
料
を
補

給
す
る
と
き

は
、
完
全
に
火

が
消
え
て
か
ら

行
う
。

▽
燃
料
は
、
油

の
種
類
を
確
認
し
て
か
ら
補
給

す
る
。

　

火
災
に
よ
る
被
害
を
最
小
限

に
と
ど
め
る
た
め
、
次
の
対
策

を
講
じ
ま
し
ょ
う
。

◎
住
宅
防
火
対
策

▽
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を

設
置
す
る
。

▽
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
炎
品
を
使
用
す
る
。

▽
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
寝
室

等
、
正
し
い
場
所
に
設
置
す
る
。

▼
三
戸
消
防
署　

田
子
分
署

☎
32
‐
３
１
０
４

■
警
察
署
コ
ー
ナ
ー

　

12
月
は
師
走
、
お
師
匠
さ
ん

も
支
払
い
な
ど
で
多
忙
に
な
る

時
期
と
な
り
ま
し
た
。

　

各
家
庭
に
お
い
て
も
、
お
正

月
の
準
備
な
ど
自
宅
を
空
け
る

時
間
が
多
く
な
り
、
ま
た
外
出

時
に
多
額
の
現
金
を
持
ち
歩
く

と
思
い
ま
す
が
、
楽
し
い
は
ず

の
年
末
年
始
に
盗
難
の
被
害
に

あ
っ
て
は
気
持
ち
の
良
い
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

外
出
す
る
際
は

○
自
宅
の
玄
関
と
勝
手
口
の
施

錠
の
確
実
な
確
認

○
外
出
す
る
時

は
隣
近
所
へ
の

声
か
け

○
外
出
先
で
は

バ
ッ
グ
を
離
さ

な
い
、
チ
ャ
ッ

ク
を
開
け
た
ま

ま
に
し
な
い

　

な
ど
を
行
っ
て
、
盗
難
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
三
戸
警
察
署

　

田
子
警
察
官
駐
在
所

☎
32
‐
３
１
０
９

1
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00〜午後2:30

2
（土）

介護職員初任者研修（せせらぎの郷）
午前9:00〜午後5:05

5
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00〜午後2:30

6
（水）

乳児健診（せせらぎの郷）
午前9:30〜11:30

7
（木）

デイケア（せせらぎの郷）
午前9:30〜午後1:00
特定健診結果説明会（上郷公民館）
午後2:00〜3:30

8
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00〜午後2:30
血圧を下げる教室（せせらぎの郷）
午前10:00〜午後1:00

9
（土）

介護職員初任者研修（せせらぎの郷）
午前9:00〜午後5:05

11
（月）

特定健診結果説明会（せせらぎの郷）
午前9:00〜午後4:00

12
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00〜午後2:30

13
（水）

予防接種（せせらぎの郷）
午前10:00〜11:00

14
（木）

つばきの会（せせらぎの郷）
午前10:00〜午後1:00

15
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00〜午後2:30

15
（金）

なるほど500キロカロリー教室
（せせらぎの郷）午前10:00〜午後1:00

16
（土）

介護職員初任者研修（せせらぎの郷）
午前9:00〜午後5:05

19
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00〜午後2:30
なるほど500キロカロリー教室

（せせらぎの郷）午前10:00〜午後1:00
20
（水）

こども健診（せせらぎの郷）
午前9:30〜11:30

21
（木）

デイケア（せせらぎの郷）
午前9:30〜午後1:00
自立支援相談窓口（せせらぎの郷）
午後1:00〜4:00

22
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00〜午後2:30
認知症予防教室（せせらぎの郷）
午後1:30〜3:30
なるほど500キロカロリー教室

（せせらぎの郷）午前10:00〜午後1:00
24
（日）

介護職員初任者研修（せせらぎの郷）
午前9:00〜午後5:05

26
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00〜午後2:30
保健推進員研修会（せせらぎの郷）
午後3:30〜4:30

27
（水）

予防接種（せせらぎの郷）
午前10:00〜11:00

12月の主な保健・介護予防事業予定表

TCV（田子町ケーブルテレビジョン）からのお知らせ　　

◎サポートセンター（月曜〜金曜　午前９時〜午後５時）
　☎０１２０−５５７−７５９（祝日を除く）
　加入の申込・変更・廃止、ケーブルの移設などの際にご連絡ください。
◎故障受付（24時間）　☎０１２０−２６２−７５０
　テレビが映らない、などの故障時にご連絡ください。
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11
月
８
日
、
秋
晴
れ
の
空
の

下
、
清
水
頭
小
学
校
の
校
庭
で
、

十
和
田
乗
馬
倶
楽
部
の
方
に
来

て
い
た
だ
き
、
馬
と
の
ふ
れ
あ

い
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
最
初
に
、
馬
へ
の
接
し

方
に
つ
い
て
お
話
を
聞
き
ま
し

た
。
本
来
馬
は
穏
や
か

な
動
物
で
、
他
の
動
物

に
対
し
て
危
害
を
加
え

る
よ
う
な
性
質
で
は
な

い
そ
う
で
す
が
、
か
な

り
臆
病
な
と
こ
ろ
が
あ

る
の
で
、
決
し
て
馬
を

び
っ
く
り
さ
せ
る
よ
う

な
こ
と
は
し
な
い
こ
と

を
約
束
し
て
乗
馬
体
験

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち

は
、
低
・
中
・
高
学
年

の
３
つ
の
班
に
分
か

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
馬
に
乗

っ
て
み
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ

り
、
馬
の
鞍
に
ま
た
が
る
ま
で
、

恐
る
恐
る
行
動
し
て
い
た
子
ど

も
た
ち
で
し
た
が
、
半
周
目
の

遊
具
前
に
来
る
辺
り
に
は
、
姿

勢
よ
く
乗
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
馬
の

背
中
を
さ
す
っ
た
り
、
両
手
を

上
げ
て
ポ
ー
ズ
を
と
っ
た
り
す

る
子
ど
も
が
い
た
り
と
、
全
校

児
童
が
楽
し
く
乗
馬
を
体
験
し

ま
し
た
。

　

次
に
、
え
さ
や
り
や
ブ
ラ
シ

が
け
の
体
験
も
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
馬
の
舌
が
当
た
っ

た
り
ボ
リ
ボ
リ
と
音
を
立
て
て

食
べ
た
り
す
る
姿
に

歓
声
を
上
げ
な
が
ら

え
さ
や
り
を
し
ま
し

た
。
ま
た
、
ブ
ラ
ッ

シ
ン
グ
さ
れ
て
気
持

ち
よ
さ
そ
う
に
し
て

い
る
馬
を
見
て
、「
目

が
か
わ
い
い
」「
首

元
の
毛
は
す
べ
す
べ

し
て
い
て
手
触
り
が

い
い
よ
」
な
ど
、
感

想
を
話
し
な
が
ら
世

話
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

普
段
、
牛
と
は
関

わ
り
の
あ
る
子
ど
も

た
ち
で
す
が
、
馬
と
の
ふ
れ
あ

い
を
通
し
て
、
馬
の
魅
力
・
馬

に
対
す
る
理
解
が
深
ま
っ
た
一

日
で
し
た
。
ま
た
、
命
の
大
切

さ
や
豊
か
な
情
操
を
養
う
こ
と

が
で
き
た
こ
の
体
験
は
、
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
素
敵
な
思
い

出
に
残
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

（
原
稿
・
画
像
提
供　

清
水
頭
小
学
校
）

学
校
の
話
題
　
清
水
頭
小
学
校

　情報スクランブル

編
集
後
記

　

冬
の
足
音
が
聞
こ
え
て
く
る
今
日
こ

の
頃
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
が
終
わ
る
と
、
至

る
所
で
ク
リ
ス
マ
ス
ム
ー
ド
が
漂
い
は

じ
め
ま
す
ね
。
さ
て
、
12
月
に
は
「
冬

至
」
が
あ
り
ま
す
。
冬
至
に
は
「
ん
」

の
付
く
も
の
を
食
べ
る
と
「
運
」
が
呼

び
込
め
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
に
ん

じ
ん
、
れ
ん
こ
ん
、
う
ど
ん
…
…
な
ど

「
ん
」
の
付
く
も
の
を
運
盛
り
と
い
い
、

縁
起
を
担
い
で
い
た
の
だ
そ
う
で
す
。

カ
ボ
チ
ャ
も
「
南
瓜
（
な
ん
き
ん
）」
で

運
盛
り
と
栄
養
た
っ
ぷ
り
。
寒
さ
に
負

け
ず
行
き
ま
し
ょ
う
！

（
広
報
担
当　

お
お
く
ぼ
）

少
女
等
と
幼
き
頃
の
ほ
た
る
狩
り
田
圃
に
出
で
し
も

今
は
思
ひ
出 

新
井
田
衣

雨
の
降
る
夏
の
姦

か
し
ま

し
き
蝉
の
こ
ゑ
聞
か
ず
に
夏
は
寂

し
く
過
ぎ
行
く 

新
井
田
衣

暗
闇
に
ロ
マ
ン
の
光
穏
や
か
に
稲
の
合
間
を
飛
び
交

ふ
蛍 

貝
守
多
恵

毎
日
を
遺
影
に
向
か
ひ
お
許
し
を
心
配
り
の
無
か
っ

た
吾
れ
を 

貝
守
多
恵

相
呼
び
て
飛
び
交
ひ
し
蛍
一
夏
の
思
ひ
切
な
く
葉
裏

に
消
ゆ
る 

柳
田
麗
子

ひ
と
吹
き
の
風
さ
わ
や
か
に
秋
を
知
る
夜
も
す
が
ら

声
し
ぼ
る
軒
の
虫 

柳
田
麗
子

タプコピアン文芸
タプコプ短歌会（代表　柳田麗子）

短
歌
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広
報
た
っ
こ
２
０
１
７
年
12
月
号
（
平
成
29
年
11
月
21
日
発
行
）
通
算
第
６
９
７
号

発
行
・
編
集
＝
田
子
町　

青
森
県
三
戸
郡
田
子
町
大
字
田
子
字
天
神
堂
平
81

電
話

 0
1
7
9
-3

2
-3

1
1
1（

代
表

）　
FA

X
 0

1
7
9
-3

2
-4

2
9
4

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 http://w
w

w
.to

w
n.takko.lg

.jp/　
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

 takko
-info

@
to

w
n.takko.lg

.jp
［

制
作

印
刷

］
有

限
会

社
 赤

坂
コ

ピ
ー

ラ
イ

ツ
ジ

ム

はじめてのハッピーバースデイ
平成28年11月に生まれた満１歳のお友だちです。

●工藤大
や ま と

眞翔ちゃん
Ｈ28.11.15

（西舘野・男の子）
１歳のお誕生日おめで
とう！ かわいいみんな
のアイドルです。やま
ピーの笑顔でみんなを
HAPPYにしてね♪

　10月29日、青森市で行
われた第38回青森県高等
学校総合文化祭、郷土芸
能部門において、田子高
校郷土芸能部が最優秀賞
を獲得しました。11月６
日には役場を訪れ、山本
町長へ受賞報告をしまし
た。神楽隊リーダーの新
井田彩乃さんは「団結力は
去年以上。本番でハプニングもあったけど、流し踊り隊が舞台袖で
感動して泣いていた。自分たちの演技で泣くなんて思いもしなかっ
た」と感想を述べ、部長の山沢七南さんは「部活の雰囲気も良くて、
練習が楽しかった。こんなに濃い３年間を送れたのは、田子高校だ
ったからだと思う」と３年間の活動を振り返りました。
　第42回全国高等学校総合文化祭は来年８月７日から５日間、長
野県で行われます。

　11月６日、ガーリックステーキごは
んが累計４万食を突破し、御食事処な
くいで４万食目を注文したお客様に、
山本町長から感謝状が手渡されました。
記念すべき４万食目のお客様は八戸市
からお越しの田名部洋美さんで、突然
のことに驚きながらも「ビックリしま
した！ こんなことは滅多にないのでう
れしいです」と述べました。田名部さ
んには感謝状と田子にんにく１kg、田
子牛が贈呈されました。

田子高校郷土芸能部  青森県高等学校総合文化祭
郷土芸能部門　最優秀賞獲得！

ガリステごはん４万食突破！

●応募締切　２０１８年１月１５日
　どなたでも参加できます！
　奮ってご応募ください。

４
万
食
目
の
お
客
様
と
な
っ
た

田
名
部
さ
ん（
右
か
ら
３
人
目
）

右から中村校長、山沢さん、山本町長、新井田さん


